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現在、第３次ＡＩブームとして世の中を賑せています。特に医療分野

や福祉分野でのＡＩは、高齢化社会が進む中、医療従事者を支援する

有力な方法として、研究成果や実装事例がたくさん報告され、そのシー

ズを新たなビジネスに応用する動きも活発になってきています。

ＡＩ研究の先駆者として、又、医療用画像診断へのＡＩ実装に積極的

に取り組まれてきた川上教授に、医療分野に於ける人工知能のトレン

ドや応用と可能性について解説してもらうともに、新たな産業分野へ

の展開についてもお話をしていただきます。

CNNによる画像認識
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背景と目的 
読影医を取り巻く現状 
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p わが国では高齢化率は26%となり高齢者人口は3300万人を超えている 

p 急速な高齢化社会において，医療行為の需要が増加 

p 日本は電子カルテや遠隔診断，最新機器の設置数といった技術力によって，環境
面では世界最高水準 

p しかし人材面においては，医療従事者割合は世界平均を遥かに下回り，高い需
要に応えきれていないのが現状 

p 特に医療画像の読み取りを行う放射線科専門医師の不足は著しい 

p 放射線科専門医師の負担は今後，更に増加していくことが予測 

 

深層学習の代表例であるCNNを用いた医用画像の 
読影支援システムを構築 

CNN(Convolutional Neural Network)による画像認識
p Deep Learningは人工ニューラルネットワークの中間層を多層化し，

より深い構造のニューラルネットワークを利用した機械学習手法で，
多層化することで表現能力が上がり，より複雑な問題にも対応で
きることから，急速に研究が活発になっている 

p Deep Learningの大きな特徴の一つとして，特徴量を自ら獲得する

事が挙げられる．これには少なくない学習データを必要とするが，
特徴量を設定する際の専門的な知識が不要になり，End-to-Endの
学習が可能となる 

p そこで本研究ではCNNを用いて医用画像の代表例で読影すべき
枚数の多いCT画像を対象としたシステムの構築を目指す 

• Convolution
 

入力画像

構築したシステム概要 
n読影支援システム 
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部位分類システム 
n部位(頭部・胸部・腹部・下半身)分類器の学習 
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nまずは単一個体から撮影された画像群のみによる学習を行った

個体【A】 

500枚程度

学習済みの分類器に50個体×500枚の画像を入力し分類精度を検証
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⇩

医療機関との共同研究事例

■構築した読影支援システム概要

現在、 北海道大野記念病院と共同
でDeep Learning 手法を画像と患
者情報に応用し簡便で精度の高い
診断支援システムの開発を目指し
ている。
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